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雑誌紹介 『デザイン理論』3311994

雑 誌"PerspectivesonArchitecture"と イ ギ リス の 現 代 建 築 思 潮

足立裕司/神 戸大学

今年の春,ロ ン ドンで"Perspectiveson

Architecture"と いう月刊誌が創刊 された。

英国はもとより日本の新聞で も報道 されるな

どこれ までの建築専門誌 と異なるデビューで

あった。それもそのはず,こ の雑誌は英国皇

太子チャールズ(正 式にはプリンス ・オブ ・

ウェールズ)の 全面的なバックアップによっ

て創刊 されていたからである。創刊誌 にはチ

ャールズの写真がコラージュされ,知 らなけ

ればゴシップ専門の大衆雑誌 と見間違われそ

うである(写 真参照)。 しか し,こ こにはあ

の離婚騒 ぎでみせた皇太子の頼 り無げな顔 と

は異なるもう一つの顔がある。設立の経緯か

らしてこれ までの建築専門誌 とは一風変わっ

た雑誌ではあるが,そ の内容 も現代建築思潮

の一つの断面を見事に写 しているように思わ

れる。創刊間もない雑誌ではあるが ここで取

り上 げてみたい。

一昨年だったろうか,日 本で も放映 された

のでご存知の方 もいるかもしれないが,チ ャ

ールズ皇太子はイギリスでは知 らぬ人のない

建築好 きであり,今 では彼の現代建築,都 市

環境に対する批判は一家言を有するもの とい

われている。彼を一躍有名 にした1988年 の10

月放送 の"AVisionofBritain(邦 題 「英

国の未来像」)"は 特 に近代主義に対する辛辣

な批判で貫かれ,放 送後,様 々な反響を呼ん

だといわれる。批判 に晒された建築家の一部

か らは素人の表層的な批判だとか,皇 族 とい

う地位にあるものが現実の社会に対 して余 り

にも深入 りしすぎた発言だとかいったクレー

ムがあったという。しか し,彼 の支持者の数

はそうした批判 をはるかに上回ったと言われ

創刊号表紙

ている。一般の人々が普殺か ら感 じていた現

代建築への不満 を代弁することになったよう

だ。

この時の反応に当の皇太子は懲 りるどころ

かご満悦だった とか,高 じてこの放送の内容

にさらに加筆 して出版にまで至 っている(邦

訳 『英国の未来像 一 建築 に関す る考 察』

1991年,東 京 書籍)。 また,彼 の 主唱 で
"P
rinceofWales'sInstituteofArchi-

tecture"と いう協会を設立するな ど例 の離

婚騒 ぎを払拭するかのような精力的な活動で

ある。 この雑誌 もそうした彼の主張に賛同す

る人々によって創刊 されているため,そ の内

容は上記の放送や図書 と極 めて近いように思

われ る。参考のため多少長 くなるが,上 記の

図書から彼の主張を要約した 「10の原則」を
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掲 げてお く。(括 弧内は筆者による)

①場所(ゲ ニウス ・ロキの重視)② 建築の

ヒエラルキー(建 物 らしさとその格調)③ ス

ケール(関 係 としてのほどよい大 きさ)④ 調

和(景 観の連続性の確保)⑤ エンクロージャ

ー(囲 まれた子供たちの空間)⑥ 材料(地 域

の素材の重視)⑦ 装飾(役 割 とその活用)⑨

芸術(建 築家と芸術家の共同)⑩ 看板 と照明

以上の項 目を検討すると独立した項目とは

言えない関連 しあった ものもあり 「原則」 と

いえるかどうか は疑問ではあるが,こ れらの

項目からも彼の大方の意向が うかがえる。基

本的には無表情な現代建築を排 し,様 式建築

の もっていた場所や景観への配慮,環 境的な

工夫を見直 し,現 代都市 に失われた人間性を

回復 しようとする試みとで も要約できる。 し

かし,彼 の名誉のためその主張が現代の建築

を全て拒否 しようとしているので もないこと

も書き添えてお く必要があろう。例えばルー

ブルの改修工事 一 つまり例の1.M.ペ イに

よるガラスのピラ ミッドやJ.ウ ッツォンの

シドニー ・オペラハウスなどには相当な賛辞

を与えているし,そ の反面,歴 史的な要素 を

取 り込んだポス ト・モダン建築には極めて冷

淡であることからも,単 なる現代建築嫌いと

も違 っている。彼の発言は英国の貴族のなか

で培われて きた素養 ともいうべき建築の知識

に裏打ちされてお り,イ ギリスの建築界その

ものに根 ざしている穏健で経験主義的な志向

に根ざしているように思われる。

彼はその著書のなかで英国皇室にはかつて

建築 の個人教授がいたこ とに触れなが ら,

一 それ もサー ・W 。チェンバース といった

超一級の建築家がいた!一 いかに多 くの国

王や皇太子が建築や都市造 りに関わってきた

かを述べている。アマチュア建築家でもあっ

たジョージ3世 やブライ トンのロイヤル ・パ

ビリオンを拡張したジョージ4世,応 用芸術
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の意義 を説 いたアルバー ト公な ど。 そして

「私 は長年,17世 紀のプ リンス ・オブ ・ウェ

ールズ ,ヘ ンリー皇太子に魅力を感 じて きた。

彼はチャールズ1世 の兄で芸術 と建築の偉大

なパ トロンであった。」 といった下 りな ど,

彼が何を目指 そうとしているのか物語 ってい

るように思われる。

さて,や や遠回 りになったが,話 題をもう

一度新しい雑誌に戻す と
,現 在入手で きてい

るのが3号 までだが,変 形A4判,大 体毎月

100ペ ージ くらいの分量である。毎回特集記

事があ り,創 刊号 はやや扱いが小さいがペテ
'ル スブルグ

,2号 ではサラセンのフレスコ画,

3号 ではピュージンの特集が組 まれている。

その他の比較的短い論考や記事などは3号 ま

で大体構成が同じである。巻頭言 にあた る
"I
nPerspective"や この雑誌のブレーンに

よる建築や都市についての様々な情報 一 現

況に対 しては多分に批判的ではあるが一 を

取 り上 げた"View",住 み慣れた場所につい

て一般の人々の意見 を掲載する"Peopleon

thePlace",投 書欄や海外情報な どである。

創刊号の巻頭にはこの雑誌の創刊の趣 旨が

掲 げ ら れ て お り,な か で も 「"Perspec-

tives"は 一般市民 と建築の専門家 とのギャ

ップに橋 を架けること」 という一節はこの雑

誌の姿勢を端的に示している。ここでもチャ

ールズ皇太子の前述の著書が引用されてお り,

彼の関与 と影響が窺 える。 また,チ ャールズ

皇太子自身もこの雑誌への期待 を込めた論考

を創刊号 に寄せている。「建築 は決 してひ と

り専門家のためだけのものではない。それは

人々のための ものであ り,我 々 自身のための

ものである。なぜならそれは我々の生活を形

作 り,我 々の環境を創造し,そ して私たちの

生 きている世界についての最 も深い感情を表

現するものであるか らである」 と。なかなか

意味深い発言である。そして この趣 旨こそこ



の雑誌を他の建築専門誌 と区別する所以で も

ある。

確かに一般の建築やデザイン誌を飾 る目新

しい作品はほとん ど見 られず,む しろ論説を

中心 とした地味 な雑誌である。紙面構成 も他

のデザイン誌ほど凝ったものではない。しか

し,記 事のひとつひ とつは一貫 した姿勢が感

じられ,共 感できるところも少なくない。例

えば,一 般の人々へのアンケー ト結果を基に

次の世界を担 う子供たちに建築,環 境につい

ての理解を促すような教育が必要であるとい

う主張は興味深い。それは彼 らが この運動を

一過的なものとしてではな く
,根 本的な問題

として捉えていることを示 している。建築や

都市環境を学校教育 に取 り込む必要は日本で

はまだほとんど省みられていないが,よ り広

いコンセンサスを形成 してい くためには是非

必要なことであろう。 このような教育からの

改善,次 世代への期待 という発想はアーツ ・

アンド・クラフツ運動などにもみられた,い

かにもイギリスらしい穏健な一 またそれ故

に永続的な改革の発想で もある。

専門家 と一般の人々 との橋渡しという姿勢

は,建 築の基本的な原理を一般の人々にも分

か りや す くイ ラ ス トや 写 真 で 説明 した
"H
owBuildingsWork"の コーナーによ

く現れている。 しかも最新の建築をそうした

原理 を用いて説明しているのも面白い。 また,

企画の中心 となる歴史的な建築についても一

般向けではあるが,専 門家にも十分楽 しめる

企画ではないだろうか。

もちろん一方ではかなり急を要す る問題 も

山積 しているようである。"Watchdog"と

称する都市環境や建築への抗議のコーナーな

どはこの雑誌の当面の役割が保存問題にある

ことを示 している。差 し迫 った開発計画や景

観 を一変させるような建築計画が多数報告さ

れ,そ の危機感の程が窺える。 しか し,日 本

でもそうであるが,計 画段階で一般の人々に

環境が どのように変化するのか理解 させるこ

とは難 しいことである。 ここでは単純 に開発

前の写真 と開発後の姿を同アングルで対比的

に掲載 してすることで変化 を示そうとしてい

るが,も う一歩踏み込んだ独 自の解析があっ

てもいいのではと期待 される。

以上のようにみていくなら,こ の雑誌の基

本 とする姿勢,評 価の基準がおおよそ具体的

に読 み取れる。それは一見するとかつての経

験主義 と似通 っている。つまり,地 域の素材

や技術を用いることや,形 態 としての伝統性

の重視などである。一方,町 並みや景観への

眼差 しはナシ ョナル ・トラス トやシビック ・

トラス ト運動の理念 と多 くの点で重なるであ

ろう。また,コ ミュニティや住民参加の問題

は70年 代の社会派 と呼ばれた人々の活動 と並

行 していると考えられる。

しかしながらこの雑誌に表れているような

建築 に対する姿勢は,新 しい建物 を制作する

時にはかなり微妙な問題を含んでいる。歴史

性の重視 とか場所性 といっても,実 際の形態

へ至 る道は多様であるか らである。既存のも

のに対する評価 ははっきりしていても,計 画

段階での方向づけにほ想像力 と勇気 とが求め

られる。チャールズ皇太子がいみじくも述べ

ているようにルーブル美術館のガラスのピラ

ミッドは実に大胆な発想である。一見 しただ

けでは専門家にとっても歴史環境の破壊にみ

える。それを一般の人々が事前に理解できる

だろうか という疑問は,こ の雑誌の趣旨であ

る一般の人々 との橋渡 しという役割がいかに

困難であるかを暗示させる。新たな創造を期

待 しているといって も,悪 くすると創造的な

活動が阻害 され,保 守的な領域 に止まってし

まうことは往々にしてみられ る現象であるか

らである。いかにして新 しいプロジェク トを

正 しく評価するか。住民の意思 を反映させ る
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といってもその手続きをどのようにするのか0

また専門家 との間のコミュニケーションはど

のようにするのかな ど。 「橋渡 し」 というこ

の雑誌の役割 を果たすには どうや ら住民の啓

蒙だけではな く専門家の側の啓蒙 も求められ

よう。

ともあれ,新 しい雑誌は創刊された。 それ

は明らかに70年 代以降に形づ くられてい く,

それまでのモダニズムの潮流に対抗する様々

な建築思潮を大 きく統合 している。単なる抗

議 を超え,具 体的な創造の場で どのような役

割 を獲得 してい くのか これからの課題であろ

う。その意味ではこの雑誌のブレーンには放

送関係者が多 く参加 してお り一 というより

多すぎるようにさえ思われるが 一 社会的関

心 をひ くには好都合であろう。但 しいつ まで

もセンセーショナルにチャールズ皇太子 を担

ぎだすようでは困るのだが。

近年,イ ギ リスはJ.ス ター リングという

花形 を失ったが,そ の後 も世界の現代建築 を

リー ドするクールハースやザハ ・ハディ ドと

いった建築家を輩出している。日本 も新 しい

建築 という面では世界的にみても劣ってはい

ないはずである。しかし,こ のような雑誌が

一方で創刊されることはやは りイギリス とい

う国の幅を感 じざるをえない。保存問題が一

部の関心 しかひかず,都 市や建築環境に無関

心な日本で も,同 じように皇室で も担ぎだ し

てこうした雑誌 を創刊する必要があるのか も

しれない。
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